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前報 1)に引き続き，宮城県沖の地震活動変化について報告する．第 1 図は，2009 年 6 月までの活

動度変化を示す．１年間を調査期間とした各ステージの図は，その前５年間の活動に対する地震発

生率比をカラーグラデーションで示したものである．対象とする地震は，太平洋スラブ内二重地震

面上面の M1.5 以上とし，デクラスタリング処理を施している．白星，黒星は，それぞれのステー

ジに起きた M5，及び M6 以上の地震を示す．最新は第 15 ステージである．前 14 ステージとほと

んど変わっていないが，図の中央部ではさらにコントラストが薄れ，2005 年宮城県沖地震の割れ残

りと目される領域では，少なくとも現時点における応力集中は見られない． 
（松村正三） 
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第 1 図 地震活動変化（青：静穏化，赤：活性化）．デクラスタリング処理を施した M1.5 以上の地

震に対して調査対象期間１年分の活動をその前５年分と比較している．白星，黒星は各ステ

ージで起きた M5，及び M6 以上の地震. 
Fig.1 Color contours correspond to the seismic activity ratios between the focused period (one 

year) compared to the standard one (preceding five years). Open or solid stars are 
epicenters of M5 or M6 and greater earthquakes occurred in each stage. 
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